
警察の方に来ていただき親子で交通安全を学び 

その後５歳児は街を歩く練習をしました 

５歳児は１年生と一緒に給食も食べました 

４歳児は日頃楽しんでいることを生かしました 

３歳児は初めての水族館も楽しく見学できました 

５歳児はみんなでストーリーを考えた劇でした 

 

 

 

 
 
＜みんなで支え合って創り上げた劇＞ 

１６日は、生活発表会でした。大勢のお客さんの前で緊張して

普段とは違う動きをする子も、いつもの自然なやり取りを楽しむ

子もいました。劇で大事なことは、安心して自分なりの表現がで

きることです。先生や友達に支えられ、保護者の皆さんに優しい

笑顔で見守ってもらったお陰で、お面や衣装を身に付けて、子ど

もたちは安心して役になったつもりの言葉や動きを楽しむことが

できました。自分たちで創り上げてきたことが大きな自信となっ

た生活発表会でした。本当にありがとうございました。 
 

＜初めてのバス遠足＞ 

21日は、3歳児も初めてバスに乗り、全園児でしながわ水族館

に出掛けました。全員が時間通りに登園してくれたお陰で、早め

に到着でき、混雑する前に見学することができました。4、５歳児

は１階を見学後、しばらく待った後でイルカショーを見ました。

３歳児はペンギンやアザラシのコーナーを中心にゆっくりと見る

ことができました。どの水槽でも、きれいな色の魚や不思議な動

きの生き物などに関心をもって、じっくりと見入る姿がありまし

た。みんなで共通の体験をしたことで、その後の遊びにも再現さ

れる姿があり、その意味でも貴重な体験になりました。 
 

＜幼稚園での出会いを大切に＞ 

幼稚園に通う日も、残りわずかとなりました。学級懇談会で、

保護者の皆さんからは、幼稚園での様々な出会いと保護者同士の

つながりが子育ての支えになったのはもちろん、ご自身の生活の

支えになったという言葉が多く聞かれました。青南幼稚園は、保

護者会やボランティア活動が盛んです。そのことが地域の大人同

士の絆となり、結果的に地域に子どもたちのことを見守ってくれ

る大人がたくさんいる状況です。素晴らしい保護者の皆さんとす

てきな地域の方々を誇りに思います。本当にありがとうございま

す。４月以降もご縁をつないで、地域で子どもたちを支える存在

でいていただけますようお願いします。 
 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 
・・・弥生（やよい）・・・ 

 
啓蟄（６日）…青南ではどんな虫たちが目覚めるでしょうか… 

 春分（２１日）…園庭の桜はいつ頃開花するでしょうか… 
 
裏庭の桃の木の周囲に、『ふきのとう』が顔を出しています。わくわく

池にはヒキガエルが姿を見せ始める頃でしょうか。桜の枝のつぼみはど

うでしょう。自然の小さな変化に気付く感性は、子どもたちの小さな育

ちを読み取る感性にもつながります。南青山のどこで季節の移ろいを感

じたでしょうか？次の一年もまた、身近な自然の営みをお楽しみに…。 
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